
は
じ
め
に

一
九
九
一
年
の
「
大
学
設
置
基
準
」
大
綱
化
以
来
、
日
本
の
各
大
学
は
、
改
革
に

次
ぐ
改
革
を
求
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
大
綱
化
に
よ
っ
て
、
各
大
学
が
ど
の
よ
う
な

大
学
を
目
指
す
の
か
に
、
大
幅
な
自
由
度
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

各
大
学
は
、「
当
該
大
学
、
学
部
及
び
学
科
又
は
課
程
等
の
教
育
上
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
科
目
を
開
設
し
、
体
系
的
に
教
育
課
程
を
編
成
す
る
」

（
大
学
設
置
基
準
第
19
条
）
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
縛
り
か
ら
解
放
さ
れ

て
、
各
大
学
、
学
部
の
教
育
目
標
に
沿
っ
て
自
由
に
授
業
科
目
を
設
定
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
、
こ
の
大
綱
化
は
、
大
学
教
育
に
と
っ
て
、

歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
個
々
の
大
学
・
学
部
が
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

形
で
ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
か
を
考
え
、
そ
の
よ
う
な
人
材
教
育
に
必
要
な

教
育
課
程
を
編
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
「
自
由
化
」
は
、
二
○
○
三
年
か
ら
の
事
実
上
の
「
大
学
・
学
部
・

学
科
の
設
置
の
自
由
化
」
と
言
っ
て
よ
い
大
幅
な
「
認
可
制
か
ら
届
け
出
制
」
へ
の

移
行
、
事
前
チ
ェ
ッ
ク
制
か
ら
事
後
チ
ェ
ッ
ク
制
へ
の
移
行
に
よ
る
大
学
・
学
部
・

学
科
の
自
由
な
設
置
、
お
よ
び
認
可
申
請
の
必
要
性
は
あ
る
も
の
の
事
実
上
「
自
由

な
定
員
拡
大
」
と
結
び
つ
い
て
、
多
様
な
大
学
・
学
部
・
学
科
が
陸
続
と
誕
生
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
18
歳
人
口
の
急
減
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
と
言
う
か
、
そ
れ
ゆ
え
に

と
言
う
べ
き
か
、
現
在
、
生
き
残
り
を
懸
け
た
新
学
部
・
新
学
科
の
設
置
競
争
が
、

伝
統
校
・
新
設
校
入
り
乱
れ
て
熾
烈
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
大
学
の
生
き
残
り
を
懸
け
た
競
争
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
の
と
は
裏
腹

に
、
大
学
教
育
の
実
質
が
問
わ
れ
て
い
る
。
各
大
学
は
、
大
学
に
求
め
ら
れ
る
教
育

を
行
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
一

九
九
一
年
の
「
大
学
設
置
基
準
」
大
綱
化
以
降
の
大
学
教
育
、
と
り
わ
け
教
養
教
育

の
改
変
と
そ
の
後
の
状
況
な
ら
び
に
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
学
士
課
程
教
育
に
お

け
る
教
養
教
育
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

１
　
大
学
の
機
能
―
―
研
究
と
教
育

（
専
門
教
育
・
専
門
職
教
育
・
教
養
教
育
）

大
学
は
、
歴
史
的
な
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
役
割
、
機
能
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
教
育
と
研
究
で
あ
り
、
そ
れ
に
最
近
は
、
社
会
貢
献
が
挙
げ
ら
れ
る
。

教
育
も
研
究
も
そ
れ
自
体
、
社
会
貢
献
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
地
域
社

会
・
産
業
界
と
の
直
接
的
な
連
携
に
よ
る
社
会
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
大
学
の
本
質
的
な
役
割
、
機
能
は
、
教
育
と
研
究
で
あ
り
、

社
会
貢
献
は
、
そ
れ
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

寺
崎
昌
男
氏
は
、
一
九
八
二
年
に
「
現
代
の
大
学
の
機
能
」
と
し
て
、
次
の
三
つ

を
挙
げ
て
い
るq

。

（
１
）
現
代
科
学
技
術
の
再
生
産
と
創
造
（
＝
科
学
・
理
論
の
再
生
産
・
創
造
の
機
能
）
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（
２
）
専
門
技
能
お
よ
び
理
論
の
継
承
と
開
発
、
お
よ
び
専
門
職
従
事
者
（
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
）
の
継
続
的
養
成
（
＝
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
維
持
・
供
給
の

機
能
）

（
３
）
教
養
の
教
育
を
つ
う
じ
て
の
国
民
の
教
養
と
市
民
性
の
形
成
（
＝
教
養
教
育

の
機
能
）

こ
れ
は
、
大
学
の
機
能
を
「
科
学
・
理
論
の
再
生
産
・
創
造
」、
す
な
わ
ち
知
の

創
造
と
し
て
の
研
究
と
、
知
の
継
承
と
し
て
の
専
門
教
育
な
ら
び
に
専
門
職
教
育
、

さ
ら
に
教
養
あ
る
国
民
市
民
の
形
成
と
し
て
の
教
養
教
育
に
置
き
、
し
か
も
そ
の
順

序
も
「
研
究
」
を
先
ず
最
初
に
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
八
二
年
当
時
の
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
考
え
方
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
い
か
に
大
衆
化
し
た
大
学
で
あ
っ
て
も
、

大
学
の
機
能
と
し
て
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
し
、
大
学
か
ら

研
究
を
取
り
去
り
、
単
に
高
等
教
育
機
関
と
す
れ
ば
、
大
学
は
単
な
る
「
学
校
」
に

過
ぎ
な
く
な
り
、「
大
学
」
で
は
な
く
な
る
。
大
学
の
大
学
た
る
ゆ
え
ん
は
、
研
究

機
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
今
、
大
学

の
機
能
と
し
て
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
大
学
の
教
育
の
あ
り
方
で
あ
る
。
大
学
教
育
、

と
り
わ
け
学
士
課
程
教
育
の
中
身
が
定
ま
ら
ず
、
そ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

大
学
に
お
け
る
教
育
に
は
、
専
門
教
育
、
専
門
職
教
育
、
教
養
教
育
の
三
つ
が
あ

る
。オ

ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
ッ
ト
は
、
一
九
三
○
年
に
『
大
学
の
使
命
』
の
な
か
で
、

大
学
を
「
高
等
教
育
を
受
け
る
機
関
」
と
規
定
し
、
当
時
の
大
学
が
、
（a）
医
師
、
薬

剤
師
、
弁
護
士
、
裁
判
官
、
書
記
、
経
営
者
、
公
務
員
、
中
等
学
校
の
教
師
な
ど
の

「
知
的
専
門
職
教
育
」
と
、
（b）
法
学
者
、
生
理
学
者
、
生
化
学
者
、
言
語
学
者
な
ど

の
「
科
学
研
究
者
の
養
成
」
を
主
な
機
能
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
大
学
教
育
の

中
心
は
、
（c）
「
教
養
教
育
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
批
判
し
た
。
大
学
の
機

能
の
な
か
で
の
研
究
者
養
成
に
つ
な
が
る
専
門
教
育
は
、
大
学
教
育
に
そ
れ
と
の
接

触
に
よ
っ
て
新
鮮
な
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
の
接
触
が
な
け

れ
ば
大
学
教
育
は
硬
直
し
た
ス
コ
ラ
学
に
な
り
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
し
て
も
、
そ
れ

が
中
心
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
大
学
の
第
一
の
使
命
は
、「
教
養
人
な
ら
び
に
よ
き

専
門
家
に
な
る
よ
う
に
教
育
す
る
制
度
で
あ
る
」w

と
主
張
し
た
。
こ
れ
は
、
大
学
を

「
研
究
と
教
育
の
統
合
を
は
か
る
機
関
」
と
捉
え
、
研
究
を
第
一
の
機
能
と
見
た
フ

ン
ボ
ル
ト
大
学
論
と
は
対
極
を
な
す
考
え
方
で
あ
り
、
今
日
の
大
衆
化
し
た
大
学
を

見
越
し
た
大
学
論
で
あ
る
。

オ
ル
テ
ガ
は
、
研
究
者
、
科
学
者
に
な
る
こ
と
を
要
求
す
る
専
門
教
育
は
、
ご
く

一
部
の
学
生
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
大
半
の
普
通
の
学
生
に
そ
の
よ
う
な
教
育

を
す
る
こ
と
は
大
学
の
機
能
を
混
乱
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
大
学
は
、

あ
く
ま
で
教
育
機
関
で
あ
っ
て
、
大
方
の
学
生
は
「
平
均
人
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
大
学
は
、「
先
ず
第
一
に
、
平
均
人
が
受
け
る
べ
き
高
等
教
育
と
し
て
存
立
」
し
、

こ
の
平
均
人
を
「
何
よ
り
も
ま
ず
、
教
養
あ
る
人
間
に
す
る
こ
と
」、「
平
均
人
を
よ

き
職
業
人
」
に
す
る
こ
と
が
第
一
の
使
命
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
大
学
の
使
命
は
教

養
教
育
と
専
門
職
教
育
に
あ
る
と
規
定
す
る
の
で
あ
るe

。

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
お
い
て
、
大
学
の
機
能
、
大
学
教
育
の
あ
り
方
を
規
定
し
て

い
る
基
本
法
規
は
、
学
校
教
育
法
第
52
条
「
大
学
は
、
学
術
の
中
心
と
し
て
、
広
く

知
識
を
授
け
る
と
と
も
に
、
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授
研
究
し
、
知
的
、
道
徳
的
及

び
応
用
的
能
力
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と
、
大
学
設
置
基
準
第
19

条
第
２
項
「
教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
つ
て
は
、
大
学
は
、
学
部
等
の
専
攻
に
係
る

専
門
の
学
芸
を
教
授
す
る
と
と
も
に
、
幅
広
く
深
い
教
養
及
び
総
合
的
な
判
断
力
を

培
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
よ
う
適
切
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

で
あ
る
。

学
校
教
育
法
に
お
け
る
大
学
の
規
定
は
、「
広
く
知
識
を
授
け
る
」
と
い
う
こ
と

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
専
門
教
育
に
偏
す
る
こ
と
な
く
、
専
門
以
外
の
学
問
領

域
を
も
学
ぶ
一
般
教
育
を
施
す
こ
と
の
必
要
性
を
謳
う
と
同
時
に
、
学
術
研
究
の
中

376

一
四
六



心
と
し
て
、
最
先
端
の
専
門
研
究
を
推
進
し
、
そ
の
よ
う
な
先
端
研
究
を
教
授
す
る

専
門
教
育
を
行
う
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、「
知
的
、

道
徳
的
及
び
応
用
能
力
を
展
開
さ
せ
る
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

人
格
的
に
自
立
し
た
教
養
人
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

他
方
、
大
学
設
置
基
準
で
は
、
学
士
課
程
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
、
学
部
・
学
科

の
専
攻
に
関
す
る
専
門
教
育
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
幅
広
く
深
い
教
養
や
総
合
的

判
断
能
力
を
培
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す

る
こ
と
を
枢
要
の
目
標
と
規
定
し
て
い
る
。

大
学
の
機
能
、
大
学
教
育
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
こ
の
２
つ
の
基
本
法
規
は
、
そ

の
比
重
の
置
き
方
に
若
干
の
違
い
は
あ
れ
、
専
門
教
育
と
教
養
教
育
（
あ
る
い
は
一

般
教
育
）
を
と
も
に
必
須
の
教
育
と
捉
え
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
両
者

と
も
専
門
教
育
が
中
心
で
あ
っ
て
、
教
養
教
育
は
付
随
的
な
も
の
、「
配
慮
」
の
対

象
と
見
ら
れ
て
も
仕
方
の
な
い
規
定
に
な
っ
て
い
る
。

２
　
現
代
日
本
の
大
学
教
育
の
直
面
す
る
課
題

│
│
求
め
ら
れ
る
学
士
課
程
教
育
の
再
生

大
綱
化
以
前
の
大
学
設
置
基
準
で
は
、「
大
学
で
開
設
す
べ
き
授
業
科
目
は
、
そ

の
内
容
に
よ
り
、
一
般
教
育
科
目
、
外
国
語
教
育
科
目
、
保
健
体
育
科
目
及
び
専
門

教
育
科
目
に
分
け
る
」
と
の
規
定
に
続
き
、
人
文
、
社
会
及
び
自
然
の
三
分
野
に
わ

た
り
一
般
教
育
科
目
36
単
位
、
外
国
語
科
目
８
単
位
、
保
健
体
育
科
目
４
単
位
が
必

修
の
卒
業
要
件
と
し
て
課
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
綱
化
に
よ
っ
て
一
般
教
育
科
目
、
外
国
語
教
育
科
目
、
保
健
体
育

科
目
、
専
門
教
育
科
目
の
科
目
区
分
が
な
く
な
り
、
単
に
「
授
業
科
目
」
と
し
て
必

修
科
目
、
選
択
科
目
及
び
自
由
科
目
に
分
け
て
、
一
二
四
単
位
以
上
の
修
得
を
卒
業

要
件
と
し
て
課
す
の
み
と
な
っ
た
。
第
19
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
大
学

は
、
当
該
大
学
、
学
部
及
び
学
科
又
は
課
程
等
の
教
育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
授
業
科
目
を
開
設
し
、
体
系
的
に
教
育
課
程
を
編
成
す
る
も
の
と
」
し
、

同
条
第
２
項
に
お
い
て
「
教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
つ
て
は
、
大
学
は
、
学
部
等
の

専
攻
に
係
る
専
門
の
学
芸
を
教
授
す
る
と
と
も
に
、
幅
広
く
深
い
教
養
及
び
総
合
的

な
判
断
力
を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
よ
う
適
切
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
、
大
枠
を
は
め
る
だ
け
に
な
っ
た
。

こ
の
大
綱
化
と
り
わ
け
第
１
項
の
「
学
部
及
び
学
科
又
は
課
程
等
の
教
育
上
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
科
目
を
開
設
し
、
体
系
的
に
教
育
課
程
を
編
成

す
る
も
の
と
す
る
」
の
規
定
は
、
当
該
学
部
学
科
の
教
育
目
標
達
成
を
中
心
に
し
た

教
育
課
程
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
推
進
す
る
力
と
し
て
働
き
、
そ
れ
ま
で
の
一
般

教
育
そ
の
他
の
教
養
教
育
科
目
を
付
随
的
な
も
の
と
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ま
で
学

士
課
程
は
、
専
門
教
育
を
行
う
学
部
と
教
養
教
育
を
行
う
教
養
部
に
分
か
れ
て
教
育

課
程
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
が
な
さ
れ
た
が
、
卒
業
要
件
の
一
二
四
単
位
す
べ
て

の
授
業
科
目
を
学
部
が
編
成
す
る
権
利
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
大
学
設
置
基
準
」
大
綱
化
以
降
、
全
国
の
多
く
の
大
学
で
は
、
教
養
部
は
解
体

さ
れ
、
所
属
教
員
は
、
既
存
学
部
や
新
設
学
部
へ
分
属
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ま

で
の
教
養
部
で
行
わ
れ
た
科
目
は
、
全
学
「
共
通
教
育
科
目
」
と
し
て
、
全
学
委
員

会
方
式
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
全
国
の
多
く
の
大
学
で
進
行
し
て
い
る

事
態
は
、
学
士
課
程
教
育
に
お
け
る
教
養
教
育
の
混
迷
・
弱
体
化
で
あ
る
。

有
本
章
編
『
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
』
は
、
全
国
国
立
私
立
21
大
学
の
教
員

と
学
生
に
対
す
る
調
査
に
よ
っ
て
、
大
綱
化
以
降
に
行
わ
れ
た
学
士
課
程
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
綱
化
以
降
の

全
国
の
大
学
が
ア
ノ
ミ
ー
状
態
＝
無
規
範
状
態
に
陥
っ
て
お
り
、
こ
の
現
実
の
診
断

と
処
方
箋
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
るr

。
ア
ノ
ミ
ー
状
態
＝
無
規
範
状
態
と
は
、
教
養

教
育
の
混
迷
・
弱
体
化
で
あ
り
、
専
門
教
育
の
空
洞
化
で
あ
る
。
学
士
課
程
教
育
の

再
生
の
た
め
に
は
、
教
養
教
育
の
確
立
と
、
専
門
教
育
の
再
編
が
不
可
欠
で
あ
る
。
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３
　
な
ぜ
「
大
学
設
置
基
準
」
大
綱
化
は
行
わ
れ
た
の
か

日
本
の
大
学
に
お
け
る
「
教
養
教
育
」
は
、
戦
後
の
新
制
大
学
に
「
一
般
教
育
」

と
し
て
初
め
て
導
入
さ
れ
た
。「
一
般
教
育
の
理
念
・
目
標
は
、
大
学
の
教
育
が
専

門
的
な
知
識
の
修
得
だ
け
に
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
学
生
に
学
問
を
通
じ
、

広
い
知
識
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
も
の
を
見
る
目
や
自
主
的
・
総
合
的
に

考
え
る
力
を
養
う
こ
と
」（「
大
学
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
（
大
学
審
議
会
平
成
３
年
２
月

８
日
答
申
）」）
に
あ
る
。
こ
の
一
般
教
育
は
、
一
九
四
五
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で

提
唱
さ
れ
た
、
中
世
大
学
以
来
の
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の
エ
リ
ー
ト
性
を
克
服
し

て
大
衆
高
等
教
育
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
一
部
の
エ
リ
ー
ト
で
は
な
く
市
民
に
求

め
ら
れ
る
『
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』」t

が
、
日
本
の
新
制
大
学
に
移

植
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
教
育
課
程
は
、
人
文
・
社
会
・
自
然
の
三

分
野
、
外
国
語
、
保
健
体
育
の
各
教
育
科
目
の
履
修
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
般
教
育
と
は
、
す
べ
て
の
学
生
が
自
立
し
た
市
民
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
た
め
の
高
等
普
通
教
育
（gen

eral
edu

cation

）
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
深

い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
念
を
実
現
す
る
実
際
の
教
育
課
程
が
そ
れ
に
相
応
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
、
当
初
か
ら
大
き
な
問
題
が
あ
っ

た
。
こ
の
一
般
教
育
の
問
題
点
は
、
同
時
に
、
そ
の
実
施
体
制
、
実
施
部
局
で
あ
る

教
養
部
制
度
の
抱
え
る
諸
問
題
と
不
可
分
で
あ
っ
た
。
一
九
九
一
年
の
「
大
学
設
置

基
準
」
大
綱
化
は
、
一
般
教
育
の
理
念
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
重
要
性

を
改
め
て
強
調
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
実
施
組
織
で
あ
る
教

養
部
を
解
体
に
導
き
、
結
果
的
に
一
般
教
育
、
教
養
教
育
の
弱
体
化
・
混
迷
を
招
い

た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
、
も
と
も
と
教
養
部
制
度
が
抱
え
て
い
た
諸
問
題
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

教
養
部
制
度
の
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
の
は
、
以
下
の
諸
点
で
あ
るy

。

（a）
一
般
教
育
を
専
門
教
育
か
ら
切
り
離
し
て
、
一
〜
二
年
次
に
集
中
し
た
た
め
に
、

大
学
教
育
の
一
貫
性
が
失
わ
れ
、
そ
の
た
め
学
生
は
専
門
教
育
と
の
関
係
で
一
般
教

育
を
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
て
学
修
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

（b）
教
養
部
所
属
教
員
は
、
大
学
教
員
と
し
て
専
門
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
専
門
科
目
を
教
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
専
門
科
目
の
易
し
い
概
説
的
な

内
容
を
講
義
す
る
通
過
的
な
教
育
し
か
行
え
な
い
こ
と
に
不
満
を
持
ち
続
け
た
。

（c）
学
生
に
お
い
て
も
、
教
養
部
は
通
過
的
な
機
関
で
あ
る
と
受
け
と
め
、
一
般
教

育
の
意
義
に
つ
い
て
の
認
識
を
欠
き
、
一
般
教
育
軽
視
の
傾
向
を
生
ん
だ
。

（d）
一
般
教
育
の
意
義
や
理
念
が
理
解
さ
れ
て
い
て
も
、
現
実
に
実
施
さ
れ
て
い
た

人
文
・
社
会
・
自
然
の
三
分
野
に
配
置
さ
れ
た
科
目
や
外
国
語
科
目
、
保
健
体
育
科

目
の
履
修
が
一
般
教
育
の
意
義
や
理
念
を
実
現
す
る
も
の
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
科
目

に
よ
っ
て
は
、
高
等
学
校
に
お
け
る
教
育
の
繰
り
返
し
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
批
判
も

あ
っ
た
。

以
上
の
問
題
点
の
う
ち
、
（a）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
一
般
教
育
を
専
門
教
育
か
ら

切
り
離
し
て
、
一
〜
二
年
次
に
集
中
し
た
」
点
に
つ
い
て
は
、
一
般
教
育
科
目
と
専

門
教
育
科
目
を
ク
サ
ビ
形
に
配
置
し
、
一
般
教
育
科
目
を
四
年
間
で
履
修
す
る
よ
う

に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
（c）
の
教
養
部
を
単
な
る
通
過
機
関
と
受
け
と
め
る
問

題
の
一
定
の
解
決
に
は
な
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
専
門
教
育
と
の
関
係
で
一
般
教

育
を
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
一
般
教
育

で
目
標
と
さ
れ
た
理
念
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
（d）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
一
般
教
育
そ
の
も
の
の
充
実
検
討
が
求
め
ら
れ
た

が
、
大
学
設
置
基
準
で
規
定
さ
れ
て
い
る
三
分
野
の
一
般
教
育
科
目
や
外
国
語
科
目
、

保
健
体
育
科
目
の
必
修
履
修
の
条
件
を
維
持
し
た
ま
ま
で
は
、
そ
の
自
由
な
検
討
は

不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（b）
は
、
一
般
教
育
を
専
門
的
に
担
当
す
る
教
養
部
組
織
が
あ
る
た
め
に
、
必
然
的

に
生
じ
て
く
る
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
自
動
的
に
学
部
教
員
を
一
般
教
育

に
対
し
て
無
関
心
状
態
に
置
く
こ
と
に
な
り
、
大
学
教
育
を
構
成
す
る
一
般
教
育
と
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専
門
教
育
の
分
断
を
固
定
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
一
般
教
育
を
担
当
す
る

教
養
部
教
員
は
、
自
ら
を
専
門
科
目
を
担
当
す
る
学
部
所
属
教
員
よ
り
も
劣
位
の
状

態
に
位
置
づ
け
る
心
理
的
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
般
教
育
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
こ
の
よ
う
に
一
般
教
育
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め

の
教
育
課
程
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
う
教
育
内
容
の
問
題

と
、
一
般
教
育
を
実
施
す
る
た
め
に
は
い
か
な
る
組
織
が
求
め
ら
れ
る
か
と
い
う
、

教
員
組
織
の
問
題
か
ら
な
っ
て
い
る
。

４
　
一
般
教
育
と
教
養
教
育

と
こ
ろ
で
、
通
常
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
、
一
般
教
育
と
教
養
教
育
を
区
別
せ
ず

に
併
記
し
て
述
べ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
し
、
一
般
教
育
の
実
施
組
織
が
「
教
養
部
」

と
呼
ば
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
従
来
は
、
両
者
を
異
な
っ
た
も
の
と
は
見
な
し
て
こ
な

か
っ
た
。
両
者
を
結
合
し
て
「
一
般
教
養
教
育
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
場
面
す

ら
あ
っ
た
。
前
章
の
冒
頭
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
大
学
に
お
け
る
「
教
養

教
育
」
は
、
戦
後
の
新
制
大
学
に
「
一
般
教
育
」
と
し
て
初
め
て
導
入
さ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
般
教
育
は
、
一
九
四
五
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
提
唱
さ
れ
た

そ
れ
ま
で
の
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の
エ
リ
ー
ト
性
を
克
服
し
て
大
衆
高
等
教
育
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
一
部
の
エ
リ
ー
ト
で
は
な
く
市
民
に
求
め
ら
れ
る
『
ジ
ェ
ネ

ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』」
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、「
一
般
教
育
」
が
即

「
教
養
教
育
（liberal

edu
cation

）」
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
教
養
教
育
が
か
つ
て
の

一
部
エ
リ
ー
ト
の
た
め
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
で
あ
る
か
ど
う
か
は
と
も
か

く
、「
教
養
教
育
」
は
、
即
「
一
般
教
育
」
で
は
な
い
。

そ
し
て
一
九
九
一
年
の
「
大
学
設
置
基
準
」
大
綱
化
以
降
、「
一
般
教
育
」
と
い

う
言
葉
は
、
大
学
教
育
に
お
い
て
完
全
に
姿
を
消
し
て
お
り
、
代
わ
っ
て
「
教
養
教

育
」
が
登
場
し
た
。
こ
れ
は
、
単
に
言
葉
の
問
題
で
は
な
く
、
大
学
教
育
の
中
身
の

問
題
、
大
学
教
育
の
理
念
と
そ
れ
を
実
現
す
る
具
体
的
な
教
育
課
程
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
問
題
で
あ
る
。
有
本
章
氏
は
、
一
般
教
育
か
ら
教
養
教
育
へ
の
呼
称
の
転
換
は
、

「
高
等
普
通
教
育
を
や
め
て
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ=

教
養
教
育
の
源
流
に
回
帰
す
る

こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
る
」u

と
指
摘
し
、
現
在
、
教
養
教
育
の
中
身
の
問
題
や
実
施

組
織
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
混
迷
が
続
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
一
九
四
五
年
当
時
の

原
点
に
返
っ
て
、
教
養
教
育
の
あ
り
方
が
半
世
紀
ぶ
り
に
検
討
さ
れ
る
時
代
に
入
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ロ
ス
ブ
ラ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
般
教
育
と
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ

ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
教
養
教
育
）
は
、
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
が
、「
一
般
教
育

は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
同
義
で
は
な
い
。
一
般
教
育
は
こ
の
20
世

紀
に
の
み
所
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
少
な

く
と
も
、
そ
の
理
念
と
大
志
の
点
で
名
高
い
先
祖
を
も
つ
。
そ
の
歴
史
は
、
西
欧
文

明
の
歴
史
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
お
り
、
そ
れ
自
身
が
、
西
欧
思
想
全
般
の
特
徴
と
同
様

の
矛
盾
と
逆
説
、
連
続
と
非
連
続
を
、
多
く
見
せ
て
い
る
」i

と
両
者
を
異
な
っ
た
も

の
と
捉
え
る
。

リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
の
人
間
教
育
（
パ
イ
デ

イ
ア
）
か
ら
中
世
大
学
に
お
け
る
自
由
学
芸
（artes

liberales

）、
イ
ギ
リ
ス
そ
し
て

ア
メ
リ
カ
の
カ
レ
ッ
ジ
教
育
へ
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
身
は

多
様
で
あ
っ
て
も
「
歴
史
的
な
理
念
型
と
し
て
は
一
定
不
変
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

「
全
人
を
願
望
す
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
、
世
の
中
と
自
己
と
に
精
通
し
て
い
る

統
合
さ
れ
た
人
格
を
希
求
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
自
己
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
幅
広

く
寛
容
な
も
の
の
見
方
が
出
来
、「
予
期
で
き
な
い
事
柄
に
直
面
し
て
も
冷
静
沈
着
」

で
い
る
こ
と
が
出
来
、「
充
分
に
分
別
が
あ
り
柔
軟
」
で
あ
っ
て
、「
全
人
」
つ
ま
り

「
欠
け
た
と
こ
ろ
の
な
い
総
体
」、「
円
満
な
人
間
と
い
う
理
想
」
を
求
め
る
教
育
で

あ
り
、「
知
的
な
熟
達
以
上
に
、
幅
広
さ
と
一
貫
性
」
に
関
わ
る
教
育
で
あ
る
。
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一
般
教
育
も
、
幅
広
さ
と
一
貫
性
を
求
め
る
が
、
両
者
は
混
同
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
。
「
一
般
教
育
が
、
そ
の
目
的
と
し
て
幅
広
さ
（b

re
a

d
th

）
と
一
貫
性

（coh
eren

ce
）
と
を
掲
げ
る
の
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
由
来
し
て

い
る
が
、
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
手
段
で
は
な
く
目
的
を
強
調
し
た
。

リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
あ
る
特
定
の
人
格
と
い
う
目
的
を
論
じ
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
、
そ
の
後
に
単
一
ま
た
は
複
数
の
コ
ア
か
ら
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

い
う
手
段
に
戻
」o

る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
一
般
教
育
に
お
い
て
は
、「
目
的
は
手

段
に
結
合
し
て
き
た
」
こ
と
、
そ
の
時
々
の
ア
メ
リ
カ
社
会
の
抱
え
る
問
題
を
矯
正

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
と
ロ
ス
ブ
ラ
ッ
ト
は
指
摘

す
る
。

一
般
教
育
も
、
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
い
う
人
格
形
成
を
目
的
と
す

る
と
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
一
般
教
育
の
目
的
は
、
そ
れ
以
上
に
「
わ
れ
わ
れ

自
身
を
、
公
的
な
責
任
や
価
値
を
共
有
し
た
大
き
な
共
同
体
の
一
部
と
考
え
る
よ
う

に
教
え
ら
れ
」
る
こ
と
、「
自
己
の
知
性
を
、
常
に
自
己
の
内
面
に
向
か
わ
せ
る
わ

け
で
は
な
い
理
想
を
も
つ
こ
と
」、「
私
的
な
生
活
の
快
楽
以
上
に
共
同
体
の
利
益
を

優
先
す
る
市
民
と
し
て
の
役
割
」
の
自
覚
に
あ
り
、
社
会
や
国
家
、
個
人
の
欠
点
の

緩
和
矯
正
に
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
、
社
会
問
題
の
矯
正
策
と
み
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
し
、
ま
た
個
人
と

社
会
と
の
健
康
な
関
係
を
確
立
す
る
手
段
と
も
み
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
」!0

。
こ
の

よ
う
に
一
般
教
育
も
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
教
養
教
育
）
も
、
幅
広
さ

や
一
貫
性
を
求
め
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
人
格
形
成
を
目
的
と
す
る
の
に
対
し
、
一
般
教
育
は
市
民
と
し
て
求
め
ら
れ

る
資
質
の
形
成
を
目
的
と
す
る
と
い
う
性
格
上
の
違
い
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

大
量
の
移
民
の
流
入
や
高
等
教
育
の
大
衆
化
、
競
争
的
な
市
場
社
会
の
昂
進
の
な
か

で
、
人
格
形
成
と
し
て
の
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
健
全
な
市

民
の
形
成
を
目
的
と
す
る
一
般
教
育
（gen

eral
edu

cation

）
が
求
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

二
○
○
七
年
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
「
一
般
教
育
委
員
会
報
告
書
」（R

eport
of

th
e

T
ask

F
orce

on
G

en
eral

E
du

cation

）
に
お
い
て
も
、「
一
般
教
育
は
、
教
養
教
育

（liberal
edu

cation

）
の
一
つ
の
は
っ
き
り
（distin

ct

）
と
し
た
構
成
要
素
で
あ
る
」

（
序
文
）
と
言
わ
れ
、「
一
般
教
育
は
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
で
あ

り
、
そ
れ
は
判
然
（distin

ctive

）
と
し
た
方
法
で
教
え
ら
れ
、
判
然
（distin

ctive

）

と
し
た
目
的
の
た
め
に
教
え
ら
れ
る
。
一
般
教
育
は
、
文
理
学
部
で
教
え
る
す
べ
て

の
こ
と
が
、
い
か
に
し
て
学
生
の
人
生
と
彼
ら
が
直
面
す
る
世
界
に
関
係
す
る
か
を
、

彼
ら
に
理
解
す
る
よ
う
に
導
く
場
所
で
あ
り
、
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

公
的
な
面
（pu

blic
face

）
で
あ
る
」（p.3

）
と
規
定
さ
れ
て
い
る!1

。

５
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
般
教
育
、
教
養
教
育
の
例

極
め
て
荒
い
も
の
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
一
般
教
育
の
中
身
に
つ
い
て
、
い
く

つ
か
の
事
例
を
見
て
お
く
。

テ
キ
サ
ス
州
で
は
、
す
べ
て
の
州
立
大
学
の
一
般
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
、「
読

む
、
書
く
、
話
す
、
聞
く
、
批
判
的
思
考
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
能
力
」
と
い
う
基

礎
的
な
知
的
能
力
と
、「
多
元
的
な
視
点
を
も
つ
」「
個
人
と
社
会
の
関
係
を
理
解
す

る
」「
健
康
と
福
祉
の
重
要
性
を
認
識
す
る
」「
科
学
技
術
と
人
間
社
会
の
関
係
を
理

解
す
る
」「
倫
理
観
の
育
成
」「
美
的
判
断
力
の
涵
養
」「
論
理
的
思
考
と
問
題
解
決

能
力
の
育
成
」「
総
合
的
な
判
断
力
の
育
成
」
と
い
う
８
つ
の
観
点
の
育
成
を
目
標

と
す
る
科
目
設
定
を
求
め
て
い
る!2

。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
①
西
欧
の
道
徳
、
政
治
、
宗
教
、

社
会
思
想
に
関
す
る
伝
統
的
な
テ
キ
ス
ト
を
読
む
「
現
代
文
明
」
科
目
群
、
②
西
洋

文
学
と
哲
学
の
古
典
を
読
む
「
文
学
系
人
文
学
」
科
目
群
、
③
西
洋
の
絵
画
、
彫
刻
、

建
築
に
関
す
る
「
美
術
系
人
文
学
」
科
目
群
、
④
西
洋
音
楽
作
品
に
関
す
る
「
音
楽
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系
人
文
学
」
科
目
群
、
⑤
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ア
メ
リ
カ
な
ど
世
界
の
、

様
々
な
文
明
や
多
様
な
伝
統
に
関
す
る
「
主
要
文
化
」
科
目
群
、
⑥
量
的
分
析
に
不

可
欠
な
数
学
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
、
統
計
学
と
自
然
科
学
（
天
文
学
、
生
物
学
、
物

理
学
、
化
学
、
人
類
学
、
環
境
科
学
）
を
含
む
「
科
学
」
科
目
群
、
⑦
批
判
的
論
理
的

な
作
文
練
習
の
た
め
の
「
論
理
学
お
よ
び
修
辞
学
」
科
目
群
、
⑧
他
言
語
や
文
化
を

知
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
文
化
を
自
覚
す
る
た
め
の
「
外
国
語
」
科
目
群
、
⑨
「
体
育
」

科
目
群
か
ら
な
っ
て
い
る!3

。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
①
外
国
文
化
、
②
現
代
の
問
題

を
歴
史
的
に
明
ら
か
に
す
る
「
歴
史
研
究
Ａ
」、
③
歴
史
的
な
事
件
を
詳
し
く
追
う

「
歴
史
研
究
Ｂ
」、
④
文
学
作
品
の
分
析
を
行
う
「
文
学
と
芸
術
Ａ
」、
⑤
文
学
以
外

の
芸
術
表
現
を
扱
う
「
文
学
と
芸
術
Ｂ
」、
⑥
文
学
や
芸
術
が
社
会
の
な
か
で
果
た

す
役
割
を
扱
う
「
文
学
と
芸
術
Ｃ
」、
⑦
道
徳
的
推
論
、
⑧
数
学
的
思
考
に
関
す
る

「
量
的
推
論
」、
⑨
物
理
学
を
扱
う
「
科
学
Ａ
」、
⑩
生
物
学
を
扱
う
「
科
学
Ｂ
」、
⑪

社
会
科
学
に
導
く
「
社
会
分
析
」
の
11
領
域
の
う
ち
か
ら
、
専
攻
領
域
か
ら
遠
い
７

領
域
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
科
目
履
修
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

た
だ
、
こ
の
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
二
○
○
四
年
四
月
の
見
直
し
（A

R
eport

on

th
e

H
arvard

C
ollege

C
u

rricu
lar

R
eview

,A
pril
2004

）
に
よ
り
廃
止
の
方
向
が
出

さ
れ
、
新
し
い
一
般
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
こ
れ
か
ら
変
え
ら
れ
る
。
学
生
の
選
択

幅
が
狭
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
各
科
目
は
、
専
門
教
育
へ

の
入
門
的
な
位
置
づ
け
で
あ
り
、
今
日
の
社
会
に
適
合
し
た
統
合
的
な
科
目
構
成
が

求
め
ら
れ
る
と
の
認
識
に
よ
っ
て
い
る
。

先
に
引
用
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
「
一
般
教
育
委
員
会
報
告
書
」（R

eport
of

th
e

T
ask

F
orce

on
G

en
eral

E
du

cation
,

２
０
０
７
）
に
よ
る
と
、
新
し
い
一
般
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
目
標
と
し
て
、
次
の
４
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。（
１
）
学
生
を
地
域

的
、
国
家
的
、
国
際
的
に
行
動
す
る
能
動
的
な
市
民
と
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
今

日
の
地
球
的
な
変
化
や
様
々
な
文
化
、
進
歩
す
る
科
学
技
術
を
理
解
さ
せ
る
。（
２
）

学
生
に
自
ら
の
伝
統
的
な
芸
術
、
思
想
、
価
値
を
、
他
文
化
の
そ
れ
ら
と
関
わ
ら
せ

て
理
解
さ
せ
る
こ
と
。（
３
）
変
化
に
批
判
的
建
設
的
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
。
科
学

技
術
の
著
し
い
進
歩
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
急
速
な
変
化
へ
の
対
応
を
可
能
に
す

る
。（
４
）
自
ら
の
言
動
の
倫
理
的
な
意
味
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
。
教
養
教
育
は
、

単
に
情
報
や
ス
キ
ル
、
技
術
の
獲
得
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
使
用
方
法
の
倫
理
的
帰

結
を
把
握
す
る
能
力
で
も
あ
る
。

こ
の
４
つ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
は
、
次
の

８
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
１
半
期
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
に
な
る
。
①
審
美
的
解
釈

的
理
解：

文
学
、
絵
画
、
音
楽
、
彫
刻
、
映
画
、
ダ
ン
ス
、
装
飾
芸
術
な
ど
の
文
化

的
表
現
の
理
論
的
な
意
味
解
釈
。
②
文
化
と
信
仰：

文
化
表
現
の
意
味
解
釈
の
手
法

を
文
化
と
信
仰
の
よ
り
広
い
文
脈
の
な
か
で
理
解
す
る
。
③
経
験
的
推
理：

日
常
生

活
で
の
疾
病
治
療
法
、
政
策
提
言
、
利
殖
問
題
な
ど
に
お
い
て
、
不
確
実
性
の
な
か

で
決
断
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
情
報
の
確
度
、
証
拠
の
評
価
、
蓋
然
性

評
価
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
確
率
理
論
、
論
理
学
、
数
学
、

意
志
決
定
理
論
な
ど
の
推
論
と
問
題
解
決
理
論
を
学
ぶ
。
④
倫
理
的
推
理：

公
私
を

問
わ
ず
、
意
志
決
定
の
多
く
は
倫
理
的
な
意
味
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
自
由
論
、
正
議

論
、
平
等
論
、
民
主
主
義
、
権
利
論
、
義
務
論
、
善
い
生
な
ど
の
様
々
な
考
え
方
や

諸
理
論
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
⑤
生
命
科
学：

新
し
い
生
命
操
作
を
可
能

に
す
る
生
命
科
学
、
生
命
工
学
の
キ
ー
概
念
や
理
論
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会

に
お
い
て
遭
遇
す
る
生
命
に
関
わ
る
問
題
を
評
価
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
⑥
物
理
科

学：

物
理
的
世
界
の
科
学
的
理
解
の
進
歩
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
原
子
力
の
発
展
、

地
球
や
銀
河
系
の
起
源
の
理
解
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
進
歩
を
可
能
に
す
る
こ
と
か
ら
、

社
会
に
深
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。
科
学
者
や
工
学
者
を
生
み
出
す
た
め
で
は
な

く
、
社
会
に
出
て
か
ら
出
会
う
新
発
見
や
新
理
論
の
理
解
を
可
能
に
す
る
。
⑦
世
界

の
諸
社
会：
ア
メ
リ
カ
の
文
化
的
、
経
済
的
、
軍
事
的
、
科
学
的
な
一
極
的
優
位
の

な
か
で
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
諸
価
値
や
習
慣
、
制
度
を
知
ら
せ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
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ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
の
移
民
政
策
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
国
家
、

宗
教
、
政
府
、
世
界
市
場
、
立
憲
主
義
な
ど
を
扱
う
。
⑧
世
界
の
な
か
の
ア
メ
リ

カ：

ア
メ
リ
カ
の
社
会
的
、
政
治
的
、
法
的
、
経
済
的
慣
行
と
制
度
を
、
他
の
社
会

の
そ
れ
と
結
合
し
て
吟
味
し
、
ア
メ
リ
カ
を
国
際
的
な
枠
組
み
の
な
か
に
位
置
す
る

均
質
で
な
い
多
面
的
な
国
家
と
し
て
理
解
さ
せ
る
。

こ
れ
ら
８
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
│
を
構
成
す
る
一
般
教
育
科
目
の
構
築
が
現
在
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
に
お
い
て
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

一
般
に
、
ア
メ
リ
カ
の
学
部
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
（
１
）
一
般
教
育

（gen
eral

edu
cation

）、（
２
）
専
攻
（con

cetration
,m

ajor,m
in

or

）、（
３
）
自
由
選

択
（free

electives

）
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
大
学
の
種
別
に
よ
っ
て
多
少
の
変
異

は
あ
る
が
、
卒
業
要
件
単
位
数
は
ほ
ぼ
三
分
の
一
ず
つ
に
配
当
さ
れ
て
い
る!4

。

一
般
教
育
は
、「
広
さ
（
ブ
レ
ッ
ド
ス
）
を
学
ぶ
た
め
の
人
文
科
学
、
社
会
科
学
、
自

然
科
学
の
三
分
野
に
ま
と
め
ら
れ
る
科
目
群
に
加
え
て
、
一
貫
性
（
コ
ヒ
ー
レ
ン
ス
）

を
学
ぶ
た
め
の
総
合
科
目
と
か
、
知
的
な
学
習
技
能
（
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
キ
ル
）
の
習

得
を
目
的
に
し
た
英
作
文
、
基
礎
数
学
、
外
国
語
、
あ
る
い
は
体
育
な
ど
の
科
目
に

よ
っ
て
構
成
」!5

さ
れ
て
お
り
、
専
攻
で
は
、
特
定
の
一
つ
あ
る
い
は
二
つ
の
専
門

領
域
を
深
く
（
デ
プ
ス
）
学
び
、
自
由
選
択
は
、「
内
容
か
ら
み
る
と
専
攻
の
科
目
に

も
一
般
教
育
の
科
目
に
も
な
る
が
、
学
生
の
主
体
的
な
一
貫
性
の
獲
得
を
は
か
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
」!6

で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
、
「
教
科
外
活
動
（n

o
n

-cla
ssro

o
m

activity,extracu
rricu

lar
activity

）」
と
し
て
、「
自
主
研
究
、
経
験
学
習
、
在
住

経
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
科
外
活
動
を
学
部
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
大
学
も
少
な
く
な
い
。
教
科
外
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
経
験
や
『
隠
れ

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
』
の
教
育
効
果
、
つ
ま
り
教
員
と
学
生
と
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な

接
触
や
学
生
の
仲
間
集
団
で
の
人
間
関
係
の
教
育
効
果
に
注
目
し
て
、
教
科
外
活
動

と
一
般
教
育
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
試
み
も
見
ら
れ
る
」!7

と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
課
外
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
海
外
経
験
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の

実
践
に
基
づ
く
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
こ
れ
に
当
た
る
。

ま
た
、
教
育
方
法
と
し
て
、
１
年
生
セ
ミ
ナ
ー
（fresh

m
an

sem
in

ar

）
や
学
寮

で
の
セ
ミ
ナ
ー
も
あ
る
。
１
年
生
セ
ミ
ナ
ー
に
は
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、（
１
）

図
書
館
利
用
法
、
専
攻
や
卒
業
後
の
職
業
の
選
び
方
、
学
習
法
、
仲
間
と
の
交
流
な

ど
、
大
学
生
活
に
不
可
欠
な
問
題
を
扱
う
「
学
生
生
活
へ
適
応
す
る
の
を
支
援
す
る

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
」
と
、（
２
）
テ
キ
ス
ト
の
精
読
や
小
グ
ル
ー
プ
で
の
討
論
、
レ

ポ
ー
ト
の
作
成
な
ど
を
通
し
て
、
研
究
に
必
要
な
基
礎
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る

「
専
門
分
野
の
学
習
の
た
め
の
基
礎
的
な
入
門
セ
ミ
ナ
ー
」
が
あ
る!8

。

６
　
日
本
の
大
学
に
お
け
る
教
養
教
育

日
本
の
大
学
に
お
け
る
教
養
教
育
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
戦
後
の
新
制
大

学
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
一
般
教
育
を
モ
デ
ル
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
今
、

一
般
教
育
と
い
う
言
葉
が
教
養
教
育
に
置
き
換
わ
っ
て
、
大
学
で
そ
の
再
構
築
、
再

生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
再
構
築
さ
れ
る
べ
き
「
教
養
教
育
と
は
何
か
」
が
先
ず
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
○
○
二
年
の
中
央
審
議
会
答
申
「
新
し
い
時
代
に

お
け
る
教
養
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
は
、
教
養
あ
る
国
民
か
ら
な
る
教
養
社
会

と
し
て
の
日
本
社
会
を
展
望
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
わ
け
て
も
、
大
学
設
置
基
準
大

綱
化
以
降
の
大
学
に
お
け
る
教
養
教
育
の
弱
体
化
、
混
迷
を
深
刻
に
受
け
と
め
、
教

養
教
育
の
再
構
築
の
処
方
箋
提
示
の
必
要
性
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
、「
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
教
養
」
を
「
自
ら
が
今
ど
の
よ
う
な

地
点
に
立
っ
て
い
る
の
か
を
見
極
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
べ

き
か
を
考
え
、
目
標
の
実
現
の
た
め
に
主
体
的
に
行
動
し
て
い
く
力
を
持
つ
こ
と
」

と
規
定
し
、
そ
の
重
要
な
要
素
と
し
て
、
次
の
五
点
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
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（
１
）
社
会
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
自
己
を
位
置
付
け
律
し
て
い
く
力
や
、
自
ら

社
会
秩
序
を
作
り
出
し
て
い
く
力
。
主
体
性
あ
る
人
間
と
し
て
向
上
心
や
志
を
持
っ

て
生
き
、
よ
り
良
い
新
し
い
時
代
の
創
造
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
。

他
者
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
想
像
力
。

（
２
）
我
が
国
の
伝
統
や
文
化
、
歴
史
等
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

異
な
る
国
や
地
域
の
伝
統
や
文
化
を
理
解
し
、
互
い
に
尊
重
し
合
う
こ
と
の
で
き
る

資
質
・
態
度
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
世
界
の
人
々
と
外
国
語
で
的
確
に
意
志
疎
通
を

図
る
能
力
。

（
３
）
自
然
や
物
の
成
り
立
ち
を
理
解
し
、
論
理
的
に
対
処
す
る
能
力
を
身
に
付
け

る
と
と
も
に
、
科
学
技
術
を
め
ぐ
る
倫
理
的
な
課
題
や
、
環
境
問
題
な
ど
も
含
め
た

科
学
技
術
の
功
罪
両
面
に
つ
い
て
の
正
確
な
理
解
力
や
判
断
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

（
４
）
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、
豊
か
な
情
緒
や
感
性
の

涵
養
に
は
、
和
漢
洋
の
古
典
の
教
養
を
改
め
て
重
視
す
る
こ
と
。

（
５
）
私
た
ち
の
思
考
や
行
動
の
規
範
と
な
り
、
教
養
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
る

我
が
国
の
生
活
文
化
や
伝
統
文
化
の
価
値
を
改
め
て
見
直
す
こ
と
。

新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
教
養
の
中
身
が
、
こ
れ
ら
の
要
素
か
ら
な
る
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
、
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
こ
れ
ら
の
要
素
か
ら
な

る
教
養
に
し
て
も
、
大
学
教
育
の
み
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
幼
少

よ
り
の
積
み
重
ね
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

大
学
教
育
に
お
け
る
教
養
教
育
と
は
、
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
を

明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
個
々
の
大
学
に
お
い
て
、
そ
の
大
学

の
考
え
る
人
間
育
成
、
人
材
育
成
の
目
標
を
明
確
に
し
て
、
そ
の
目
標
を
実
現
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

個
々
の
学
部
学
科
の
専
門
教
育
で
は
、
果
た
さ
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、
全
学
共
通
の

教
養
教
育
に
よ
っ
て
し
か
可
能
で
は
な
い
。

設
置
基
準
大
綱
化
以
降
、
専
門
教
育
が
中
心
に
な
り
、
教
養
教
育
が
弱
体
化
し
、

後
退
し
て
い
る
が
、
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材
、
人
間
は
、
教
養
教
育
に
裏
打
ち
さ

れ
た
人
材
、
人
間
で
あ
り
、
学
生
自
身
に
し
て
も
、
自
ら
の
人
生
を
送
っ
て
い
く
た

め
の
十
全
な
基
盤
は
、
教
養
教
育
に
よ
っ
て
し
か
得
ら
れ
な
い
。
教
養
教
育
再
生
が

求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

中
教
審
答
申
「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」（
２
０
０
５
年
）
は
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
化
に
よ
る
大
学
の
多
様
化
し
た
現
実
を
前
に
、
大
学
を
機
能
別
（
世
界
的
研

究
・
教
育
拠
点
／
高
度
専
門
職
業
人
養
成
／
幅
広
い
職
業
人
養
成
／
総
合
的
教
養
教

育
／
特
定
の
専
門
的
分
野
（
芸
術
・
体
育
等
）
の
教
育
・
研
究
／
地
域
の
生
涯
学
習

機
会
の
拠
点
／
社
会
貢
献
機
能
（
地
域
貢
献
・
産
学
官
連
携
・
国
際
交
流
等
））
に

分
化
さ
せ
て
行
く
べ
き
で
あ
る
と
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
学
士
課
程

教
育
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
レ
ベ
ル
の
各
答
申
と
同
様
に
「
教
養
教
育
」

と
「
専
門
基
礎
教
育
」
を
中
心
と
す
べ
き
で
あ
り
、「
専
門
教
育
」
は
大
学
院
で
行

う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
学
士
課
程
教
育
に
お
い
て
専
門
職
教
育
、
職
業
教
育

を
志
向
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
専
門
職
大
学
院
や
修
士
課
程
で
完
成
さ
せ
る
も
の

と
学
士
課
程
段
階
で
完
成
さ
せ
る
も
の
と
を
切
り
分
け
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
を

行
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
点
で
、
学
士
課
程
教
育
に
お
い
て
は
、
大
学
が
ど
の
よ
う

に
種
別
化
し
て
も
、「
専
門
教
育
」
で
は
な
く
教
養
教
育
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
く
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
言
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
専
門
教
育

を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
よ
い
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
。
専
門
教
育
に
つ
い
て
は
、
そ

の
範
囲
を
明
確
に
し
て
、
そ
の
教
育
効
果
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

答
申
で
は
教
養
教
育
の
中
身
に
つ
い
て
、「
新
た
に
構
築
さ
れ
る
べ
き
『
教
養
教

育
』
は
、
学
生
に
、
国
際
化
や
科
学
技
術
の
進
展
等
社
会
の
激
し
い
変
化
に
対
応
し

得
る
統
合
さ
れ
た
知
の
基
盤
を
与
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
大
学
は
、

理
系
・
文
系
、
人
文
・
社
会
・
自
然
と
い
っ
た
、
か
つ
て
の
一
般
教
育
の
よ
う
な
従

来
型
の
縦
割
り
の
学
問
分
野
に
よ
る
知
識
伝
達
型
の
教
育
や
単
な
る
入
門
教
育
で
は
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な
く
、
専
門
分
野
の
枠
を
超
え
て
共
通
に
求
め
ら
れ
る
知
識
や
思
考
法
等
の
知
的
な

技
法
の
獲
得
や
、
人
間
と
し
て
の
在
り
方
や
生
き
方
に
関
す
る
深
い
洞
察
、
現
実
を

正
し
く
理
解
す
る
力
の
涵
養
に
努
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
し
て
、
縦
割
り
の

学
問
分
野
に
よ
る
知
識
伝
達
型
教
育
、
幅
広
い
学
問
分
野
の
入
門
教
育
で
は
な
く
、

社
会
の
な
か
で
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
統
合
さ
れ
た
知
の
基
盤
を
与
え
る

教
育
を
求
め
て
い
る
。
教
養
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
各
大
学
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
人
間
を
育
て
る
の
か
と
い
う
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
教
養
の
中
身
を
明
確
に

し
、
そ
の
教
育
を
実
現
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

７
　
教
養
教
育
の
実
施
組
織
に
つ
い
て

先
に
、
一
般
教
育
を
め
ぐ
る
問
題
が
、
一
般
教
育
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
教

育
課
程
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
う
教
育
内
容
の
問
題
と
、
一

般
教
育
を
実
施
す
る
た
め
に
は
い
か
な
る
組
織
が
求
め
ら
れ
る
か
と
い
う
、
教
員
組

織
の
問
題
か
ら
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
教
養
教
育
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

教
育
内
容
の
問
題
と
と
も
に
、
そ
の
実
施
組
織
、
実
施
形
態
の
問
題
が
あ
り
、
し
か

も
、
こ
の
実
施
組
織
の
問
題
が
、
教
育
内
容
を
充
実
さ
せ
る
か
そ
れ
と
も
貧
弱
化
さ

せ
る
か
に
係
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

先
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
新
し
い
時
代
に
お
け
る
教
養
教
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
で
は
、
多
く
の
大
学
に
お
い
て
大
学
設
置
基
準
大
綱
化
に
と
も
な
い
教
養
部

が
改
組
さ
れ
、
全
学
部
の
代
表
か
ら
な
る
委
員
会
の
も
と
で
学
部
に
所
属
す
る
教
員

が
授
業
を
担
当
す
る
運
営
方
式
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
以
下
の
四
点
の
問
題
が
出
て

き
た
と
分
析
し
て
い
る
。

「（
１
）
教
養
教
育
の
位
置
付
け
を
あ
い
ま
い
に
し
た
ま
ま
、
教
養
教
育
に
関
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
安
易
に
削
減
し
た
大
学
が
存
在
す
る
こ
と
。（
２
）
教
養
教
育

に
対
す
る
個
々
の
教
員
の
意
識
改
革
が
十
分
に
進
ん
で
お
ら
ず
、
や
や
も
す
れ
ば
専

門
教
育
が
重
要
で
教
養
教
育
を
面
倒
な
義
務
と
考
え
る
教
員
が
存
在
す
る
こ
と
、
ま

た
、
教
養
教
育
を
担
当
す
る
教
員
が
積
極
的
に
取
り
組
む
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
不
十

分
な
た
め
、
具
体
的
な
教
育
方
法
や
内
容
の
改
善
が
進
ま
な
い
こ
と
。（
３
）
教
養

部
に
代
わ
っ
て
設
置
さ
れ
た
教
養
教
育
の
実
施
組
織
の
学
内
で
の
責
任
体
制
が
明
確

で
な
く
、
そ
の
結
果
、
教
養
教
育
の
改
善
が
全
学
的
取
組
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

（
４
）
学
生
の
側
に
、
教
養
教
育
を
含
め
学
部
４
年
間
の
教
育
に
対
す
る
目
的
意
識

が
明
確
で
な
く
、
教
養
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
む
意
欲
が
乏
し
い
こ
と
。」

こ
の
四
点
の
指
摘
は
、
今
日
の
学
士
課
程
に
お
け
る
教
養
教
育
の
抱
え
る
問
題
を

正
当
に
も
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
教
養
教
育
の
実
施
組
織
に
つ
い
て

考
え
て
、
こ
の
小
論
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

教
養
教
育
の
実
施
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
全
国
で
行
わ
れ
て
き
た
全
学
的

な
実
施
運
営
組
織
が
必
ず
し
も
明
確
な
責
任
体
制
と
し
て
働
い
て
お
ら
ず
、
全
学
委

員
会
は
各
学
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
の
寄
せ
集
め
的
な
組
織
に
な
る
傾
向
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
防
止
し
、
責
任
あ
る
実
施
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

教
養
教
育
の
実
施
組
織
体
制
と
し
て
は
、
①
か
つ
て
の
教
養
部
方
式
、
②
教
養
学

部
や
総
合
科
学
部
な
ど
の
個
別
の
学
部
が
主
要
に
全
学
の
教
養
教
育
に
責
任
を
持
つ

方
式
、
③
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
セ
ン
タ
ー
方
式
、
④
各
学
部
の
委
員
か

ら
な
る
全
学
委
員
会
方
式
な
ど
が
あ
る
。

教
養
教
育
に
対
す
る
責
任
体
制
と
い
う
点
で
は
、
①
②
が
望
ま
し
い
が
、
学
士
課

程
教
育
を
構
成
す
る
教
養
教
育
と
専
門
教
育
が
う
ま
く
接
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
と
い
う
点
で
は
、
問
題
を
引
き
ず
る
こ
と
に
な
る
。
③
も
必
要
な
専
任
の
教

員
を
配
置
す
る
場
合
は
、
教
養
部
方
式
の
ミ
ニ
版
に
な
る
。
④
が
全
学
で
教
養
教
育

に
責
任
を
持
つ
と
い
う
点
で
は
、
理
念
上
望
ま
し
い
が
、
実
際
の
責
任
体
制
と
い
う

点
で
は
、
設
置
基
準
大
綱
化
以
降
の
状
況
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
問
題
を
持
っ
て

い
る
。
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多
く
の
大
学
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
④
の
全
学
委
員
会
方
式
で
あ
る

が
、
こ
の
方
式
を
教
養
教
育
の
責
任
あ
る
実
施
組
織
と
す
る
た
め
に
は
、
常
に
そ
れ

を
活
性
化
す
る
仕
掛
け
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
全
学
委
員
会
方
式
が
無
責
任
体
制
に
な

る
要
因
は
、
答
申
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
教
養
教
育
に
対
す
る
個
々
の
教
員

の
意
識
改
革
が
十
分
に
進
ん
で
お
ら
ず
、
や
や
も
す
れ
ば
専
門
教
育
が
重
要
で
教
養

教
育
を
面
倒
な
義
務
と
考
え
る
教
員
が
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
、
教
養
教
育
を
担
当

す
る
教
員
が
積
極
的
に
取
り
組
む
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
不
十
分
な
た
め
、
具
体
的
な

教
育
方
法
や
内
容
の
改
善
が
進
ま
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。

単
に
組
織
を
作
っ
た
だ
け
で
は
、
活
発
に
動
か
な
い
。
教
養
教
育
に
対
す
る
教
員

の
意
識
改
革
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
で
教
養
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
、

そ
の
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
合
意
を
図
る
と
と
も
に
、
全
学
的
に
い
わ
ば
教
養
教

育
運
動
の
よ
う
な
も
の
を
起
こ
し
、
互
い
に
教
育
経
験
の
交
流
を
行
う
な
ど
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
教
養
教
育
科
目
の
担
当
教
員
に
は
担
当
科
目
数
の
軽
減

を
図
っ
た
り
、
大
学
院
教
育
担
当
に
対
し
て
手
当
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う

に
、
教
養
教
育
科
目
担
当
に
対
し
て
も
手
当
等
何
ら
か
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め

る
工
夫
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
教
養
教
育
科
目
の
担
当
は
、
学
部
専
門
教
育

科
目
よ
り
も
教
員
に
よ
り
特
別
の
教
育
的
努
力
を
要
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
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